
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「どこかの時点で、決める時には決める」 
（安倍首相 26日特別委員会） 

「戦争法案廃案に！」世論を聞け！！ 
 

自民党内にも動揺はしる─村上誠一郎氏のみならず 
東京新聞（26 日付）によると、通常国会の戦後最長の会期延長の議決をきっかけに、自民党内か

ら異論が噴出しています。 

これまで安保（戦争）法案については、村上誠一郎元行政改革担当大臣の批判がよく知られてい

ます。しかしここにきて、複数の議員が公然と批判の声があがり、党内の不満が表面化したことに

なります。 

山本幸三元経済産業副大臣は岸田派の会合で、安保（戦争）法案について、「世論（の支持を得

るの）はそう簡単ではないと認識しないと、たいへんなことになる」と指摘しました。同氏は、有

権者から「安倍政権のごうまんなやり方はがまんならない」という手紙が寄せられたことに触れ、

「ゴリ押しするやり方が本当にいいのか疑問に思っている」と異を唱えています。 

伊吹文明元衆院議長は二階派の会合で、衆院での再可決（60日ルール）を視野に会期延長幅を決

めたとの見方について、「そう解説する人が党執行部にいるのは誠に由々しいことで、参院自民党

は断固抗議すべきだ」と強調、参院の軽視、不要論につながると懸念を示しました。 

 

平和安全法制（戦争法制）特別委員会の日程 
6月 26日の理事懇で当面の特別委員会の日程が決まりました。傍聴を強め、世論を委員会室に持

ち込み、監視しましょう。 

 

６月２９日（月）９時～１７時 

（日本共産党からは赤嶺政賢議員が 16 時から質問します） 

７月 １日（水）９時～１２時 参考人一般質疑 

   ３日（金）９時～１７時 集中質疑 

   ６日（月）地方参考人会（２ヵ所 沖縄、もう一ヵ箇所検討中） 
 

傍聴ご希望の方は、憲法会議にご連絡ください。連絡先は上記、または携帯電話０８０－１３０

６－６３０３（平井）です。 

 

本日発売！ 「憲法問題学習資料集⑥」  
≪６月中のご注文には特典≫ ６月中にご注文いただいた方には、予価１０００円（本体価格）

で提供（送料別、１冊から４冊までは８６円）するなどの特典付です。 

 

 
２０１５年６月２６日（金） 
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